
政府備蓄米の無償交付
手引き

令和５年12月
農林水産省農産局穀物課

食事提供団体（子ども食堂等）



食育の一環として、ごはん食の推進を支援します
未来を担う子どもたちに、
ごはん食のおいしさや重要性を知ってほしい。

食事提供団体（子ども食堂等）

１ ごはん食を提供する子ども食堂等（食事提供団体）の取組に
交付します。

２ 食事提供を行う場所で、「子どもにごはん食の魅力などを伝える
食育の取組を行うこと」が交付条件になります。

(食事提供団体ごとに、１交付申請につき120㎏まで無償交付)
※食育用のチラシについて、農林水産省HPにも掲載しています
ので御活用下さい。
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html

３ 政府備蓄米は、直近年産米を基本とし、玄米のほか、精米での
提供も可能です。

４ 令和３年７月から、
➀ 交付した数量を適切に使用し、適切に使用報告を行った場合に
限り、必要に応じて、同一年度内の追加申請が可能です。

② 同一の団体であっても、活動実態が異なる場合は、それぞれの
活動単位での申請が可能です。

５ また、令和３年12月から、食事提供団体の申請１回当たりの
上限数量を90kgから120kgに引き上げました。

６ 申請受付期間は、四半期毎に設けており、それぞれ約１か月
としています。

食事提供団体への政府備蓄米の無償交付について

（お問い合わせ先）
農林水産省農産局穀物課消費流通第１班
（ダイヤルイン：０３－３５０２－７９５０ 対応時間：９時30分～18時）

（12～13時を除く）

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html
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政府備蓄米の無償交付時に係る手続き

１ 政府備蓄米の交付申請（食事提供団体→農林水産省、食事提供団体→中間団体→農林水産省）
・交付申請書（食事提供団体政府備蓄米使用計画書等）を地方農政局等（北海道にあっては、北海道農政事務所、沖縄県にあっては、

内閣府沖縄総合事務局及び都府県にあっては、地方農政局）に提出して下さい。ただし、令和５年度までに交付決定を受けた団体
は、農林水産省農産局長へ提出することができます。
※令和５年４月より食事提供団体の交付申請を取り次ぐ中間団体を介した申請も可能になりました。中間団体は食事提供団体の依
頼を受け、交付申請書を取りまとめて農林水産省に提出します（交付決定は食事提供団体に行います）。

２．農林水産省からの連絡（農林水産省→食事提供団体、農林水産省→中間団体→食事提供団体）
・交付申請（使用計画等）の内容確認とともに引渡方法の説明、確認を行います。
※引渡は、保管倉庫から配送業者を通じて配送先（食事提供団体）へお届けします。
※中間団体経由で申請した場合、必要に応じて食事提供団体にも直接申請内容の確認をさせていただきます。

３．政府備蓄米の交付決定書の送付（農林水産省→食事提供団体）
・交付申請内容の確認後、農林水産省から「交付決定書」を送付します。（同時に農林水産省HPに公表しています。）

４．政府備蓄米の引渡申出書（政府備蓄米の引渡し）（食事提供団体→農林水産省→倉庫管理する受託事業体）
・「引渡申出書」を保管倉庫へ提出。（農林水産省を経由）
※農林水産省から交付決定書の通知と併せて引渡申出書の様式を送付しますので、提出して下さい。

５．政府備蓄米の使用報告（食事提供団体→農林水産省、食事提供団体→中間団体→農林水産省）※交付申請書と同じ提出先
・食事提供団体における政府備蓄米の使用結果を、交付を受けた年度の翌年度の４月末までに、農林水産省に必ず報告して下さい。
（例：令和５年度中（４～３月）に交付を受けた場合、令和６年４月末）

・翌年度の４月末までに追加の交付申請を行う場合、追加の交付申請を行う日までに提出が必要となります。
・中間団体が取りまとめて交付申請した場合については、中間団体が使用報告書を取りまとめて農林水産省に報告してください。
※政府備蓄米の交付実績があるにもかかわらず、➀使用報告を怠った場合、②農産局長が使用報告書に不備があると判断し、
その不備が補正されない場合、③未使用の米がある場合は、追加の交付申請を行うことができません。

６．政府備蓄米の未使用報告（食事提供団体→農林水産省） ※交付申請書と同じ提出先
・政府備蓄米を申請当初の使用計画のとおり使用できなかった場合、農林水産省に必ず報告して下さい。
・また、未使用報告後に政府備蓄米を全量使用した際には、５の使用報告を提出して下さい。
・中間団体が取りまとめて交付申請した場合については、中間団体経由で行ってください。
※政府備蓄米が残ることが判明したときに、速やかにご連絡下さい。 １



政府備蓄米の無償交付に関する手続き

③交付決定書の通知
（併せて食事提供団体へ引渡申出書を送付）

（政府備蓄米の引渡し）

交付決定者
（食事提供団体）

交
付

国
（農林水産省）

引
渡
し

④配送用引渡申出書の提出

申
請

②申請者への連絡（申請内容の確認）

①交付申請書の提出（申請数量、使用計画等）

交付申請者
（食事提供団体）

国
（農林水産省）

交付決定者
（食事提供団体）

国
（農林水産省）

⑤使用報告（⑥未使用報告 → ⑧使用報告）
使
用

交付決定者
（食事提供団体）

国
（農林水産省）

２

⑦未使用承認



政府備蓄米の無償交付に関する手続き（中間団体を経由する場合）

③交付決定書の通知
（併せて食事提供団体へ引渡申出書を送付）

（政府備蓄米の引渡し）

交付決定者
（食事提供団体）

交
付

引
渡
し

④配送用引渡申出書の提出

申
請

②必要に応じて申請内容の確認

交付申請者
（食事提供団体）

交付決定者
（食事提供団体）

⑤使用報告
（⑥未使用報告 → ⑧使用報告）使

用
交付決定者

（食事提供団体）

３

⑦未使用承認

中間団体

① 交付申請又は要望 ① 交付申請書の提出

中間団体

②必要に応じて申請内容の確認

⑤使用報告
（⑥未使用報告 → ⑧使用報告）

⑦未使用承認

②必要に応じて申請内容の確認
国

（農林水産省）

国
（農林水産省）

国
（農林水産省）

国
（農林水産省）



政府備蓄米の交付申請時に必要な書類（食事提供団体用）

【様式２号 交付申請書】

４

交付申請に必要な申請様式（食事提供団体用）

１．【様式２号】 交付申請書 (P4)

２．【様式２号－別紙４－① 使用計画書】 (P5～7)

３．【添付書類】（P7)

①団体の体制が分かるもの
・スタッフの名簿（役割・氏名が分かるもの)
※スタッフ名簿は、過去に本要領に基づく交付を受けた
実績があり、団体の体制に変更がない場合は、
添付を省略することが可能です。

②活動状況が分かるもの
・食事の提供を行う部屋の写真
・開催案内（チラシ、SNS、ホームページ、広報誌への
掲載内容など）

③【様式２号－別紙４－１－①】自己申告書 (P8)

④【様式２号－別紙４－２－①】誓約書 (P8)

※農林水産省HPのQ&A
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html


【様式２号－別紙４－① 使用計画書２】

５

【様式２号－別紙４－① 使用計画書１】

（記載例）



【様式２号－別紙４－① 使用計画書３】

６



７

【様式２号－別紙４－① 使用計画書４、５】



【様式２号－別紙４－１－① 誓約書】 【様式２号－別紙４－２－① 別添 自己申告書】

８



政府備蓄米の交付決定時にお渡しする書類

【様式３号 交付決定書】

〇交付決定書（農林水産省→食事提供団体）

１ 交付申請書を審査し、申請内容が認められた場
合に、「交付決定書（様式３号）」を食事提供団体に
通知します。

２ 「交付決定書（様式３号）」を送付時に、併せて「引
渡申出書（様式７－２号）」を送付します。

３ 引渡しの方法は、保管倉庫から配送業者を通じ
て配送先にお届けします。

９



〇引渡申出書（食事提供団体→受託事業体）

１ 食事提供団体は、「引渡申出書」に交付決定書の内容
や引渡場所等を記入し、農林水産省穀物課あてに提出
して下さい。

２ 配送先は、交付申請時の「使用計画書」に記載した配
送先として下さい。
また、引渡希望日は、農林水産省と倉庫事業者である

受託事業体で調整した年月日を記載して下さい。

※ 交付決定書（様式３号）の通知と併せて、（案）を送付
しますので、記載内容を確認してください。

政府備蓄米の交付決定書の通知後に提出が必要な書類
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政府備蓄米の使用報告時に必要な書類

【様式８－３号－① 使用報告書】

７

〇農林水産省への使用報告

１ 政府備蓄米の使用結果を記載の上、農林水産省に、交付を受けた
翌年度の４月末までに報告して下さい。

２ 追加交付の申請を行う場合は、先に交付を受けた取組について、
申請を行う日までに、報告内容の確認と完了を受けてください。

３ 使用報告書の提出の際は、上記の「月別使用報告書」に加え
①写真（取組内容がわかるもの）
②開催案内（チラシ、SNS等の案内に用いたもので、開催した年月日

等の記載があるもの）

③食育に用いた資料（使用した代表的なもの）を添付して下さい。
４ 中間団体が取りまとめて交付申請した場合については、中間団体が
使用報告書を取りまとめて農林水産省に報告して下さい。

11

（記載例）



【様式８－５号 未使用報告書】

〇農林水産省への未使用報告（政府備蓄米が残って
いる場合）

１ 政府備蓄米を申請当初の使用計画のとおり使用でき
なかった場合、速やかに農林水産省に未使用の報告を
して下さい。また、中間団体を経由して申請した場合
には、中間団体を経由して報告をして下さい。
（報告後、内容確認の上、農林水産省で未使用分の承
認を行います。）

２ 政府備蓄米の使用を完了する前に使用報告書の提出
を行った場合又は未使用報告書を提出した場合には、
その使用の完了後、あらためて使用報告書を提出して
下さい。

12

政府備蓄米の未使用報告時に必要な書類

（記載例）




